
（別紙３）

～ 2025年　11月　28日

（対象者数） 19人 （回答者数） 19人

～ 2025年　11月　28日

（対象者数） 5人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員の関わり方や声掛けについて定期的に振り返りを行い、

利用児同士のやり取りを引き出す支援技術の向上を図ること

で、療育の質の充実につなげていく。

2

食育の視点をさらに深め、食材や食事内容について簡単な声

掛けや説明を取り入れるなど、利用児が食に関心を持てる取

り組みを行っていく。

3

送迎時の様子や気付きを職員間で共有し、安全管理と個別配

慮の両面から、より安心して利用できる送迎支援の充実を

図っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

建物が２階にあるという構造上の課題を踏まえ、階段昇降時

の見守りや環境整備、非常時の避難体制の見直しなど、安全

確保を中心とした取り組みや工夫を継続的に行っていく必要

がある。

2

3

○事業所名 放課後等デイサービス　キッズサポートみらい２

○保護者評価実施期間
2025年　11月　10日

○保護者評価有効回答数

2025年　11月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所が建物の2階にあること

事業所が建物の2階に位置している構造上、階段昇降が必要と

なり、利用児の安全面や身体的・心理的負担、非常時の避難対

応などに配慮が必要となる点が課題の要因である。

小集団活動や遊びを通して、対人関係や社会性を育む機会を日

常的に設けていること

小集団活動や遊びを通して、順番やルールを意識した関わり、

気持ちのやり取りなど、対人関係や社会性を育む経験を日常的

に積めるよう工夫している。利用児の特性や状況に応じた声掛

けや見守りを行い、安心して参加できる環境づくりを大切にし

ている。

長期休み時に給食提供ができること

長期休み期間に給食提供を行い、栄養バランスへの配慮に加

え、食育の観点から食事のマナーや集団で食べる経験を大切に

している。利用児の特性や体調に応じた支援を行い、安心して

食事に取り組める環境づくりを行っている。

送迎ができること

送迎時の安全を最優先とし、乗車降車時の確認や声掛けを徹底

するとともに、お子さんの特性や体調に配慮し、座席位置や声

掛けの方法を工夫し、安心して利用できる送迎体制づくりを意

識している。また、送迎時を保護者との情報共有の機会と捉

え、家庭との連携を大切にしている。

事業所における自己評価総括表 公表 


